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【手続補正書】
【提出日】令和2年5月11日(2020.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のワイヤレス中継デバイスによって行われるワイヤレス通信のための方法であって
、前記方法は、
　ネットワークに転送されるべき１つまたは複数の遅延耐性メッセージをワイヤレスデバ
イスが有することを示すリクエストを受信することと、
　少なくとも１つの無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介した前記ネットワークとの接触の履
歴を使用して、次に前記第１のワイヤレス中継デバイスが前記少なくとも１つのＲＡＴに
ついてのネットワーク接触を行うように予期されるときを示すネットワーク接触までの推
定時間を決定することと、
　前記ネットワーク接触までの推定時間を示す応答メッセージを前記ワイヤレスデバイス
に送ることと、
　転送されるべき前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージを受信およびキャッシュする
ことと、
　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの少なくとも１つを転送することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　第２のワイヤレス中継デバイスから、少なくとも前記第２のワイヤレス中継デバイスに
ついてのネットワーク接触までの推定時間を示すメッセージを受信することと、
　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの前記少なくとも１つを前記第２のワ
イヤレス中継デバイスに転送することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２のワイヤレス中継デバイスからコストメトリックを受信することをさらに備え
、前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの前記少なくとも１つを転送すること
は、前記受信されたコストメトリックに少なくとも部分的に基づく、請求項２に記載の方



(2) JP 2019-521615 A5 2020.6.25

法。
【請求項４】
　前記リクエストは、いつ前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージが前記ネットワーク
に送られることになるかについての遅延耐性または期限を備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項５】
　前記応答メッセージを前記ワイヤレスデバイスに送ることは、前記ネットワーク接触ま
での推定時間を前記遅延耐性または期限と比較することを備え、
　前記方法は、前記比較に基づいて、前記応答メッセージを前記ワイヤレスデバイスに送
ることをさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記遅延耐性メッセージのうちの１つまたは複数が、前記遅延耐性内または前記期限内
に転送されないことに少なくとも部分的に基づいて前記遅延耐性メッセージのうちの前記
１つまたは複数を消去することをさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のワイヤレス中継デバイスが使用することが可能であるそれぞれのＲＡＴごと
に、前記決定されたネットワーク接触までの推定時間を維持することをさらに備える、請
求項１に記載の方法。
【請求項８】
　少なくとも１つの無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのコストメトリックを計算する
ことと、ここにおいて前記コストメトリックは、金銭的コスト、ワイヤレス中継デバイス
リソース使用量、チャネル品質、または前記第１のワイヤレス中継デバイスが有する前記
ネットワークとの既存の接続のうちの少なくとも１つに基づく、
　前記計算されたコストメトリックを前記ワイヤレスデバイスに送信することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの少なくとも１つは、前記計算された
コストメトリックに少なくとも部分的に基づいてキャッシュされたままである、請求項８
に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ネットワーク接触までの推定時間は、サポートされているアクセスネットワーク、
モビリティパターン、アプリケーショントラフィックダイナミクス、またはそれらの組合
せのうちの少なくとも１つに基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　ワイヤレスデバイスによって行われるワイヤレス通信のための方法であって、前記方法
は、
　ネットワークに転送されるべき１つまたは複数の遅延耐性メッセージを前記ワイヤレス
デバイスが有することを示すリクエストを送ることと、
　対応する１つまたは複数のワイヤレス中継デバイスから１つまたは複数の応答メッセー
ジを受信することと、前記１つまたは複数の応答メッセージは各々、対応するワイヤレス
中継デバイスについてのネットワーク接触までの推定時間を示し、前記ネットワーク接触
までの推定時間は、少なくとも１つの無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介した前記ネットワ
ークとの接触の履歴を使用して、次に前記関連するワイヤレス中継デバイスが前記少なく
とも１つのＲＡＴについてのネットワーク接触を行うように予期されるときを示す、
　前記ネットワークに転送されるよう前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージが送られ
得る先の前記１つまたは複数のワイヤレス中継デバイスのうちの少なくとも１つを決定す
るために、前記１つまたは複数の応答メッセージを評価することと、
　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージを前記１つまたは複数のワイヤレス中継デバ
イスのうちの前記少なくとも１つに送信することと、
　を備える方法。
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【請求項１２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ネットワークに転送されるべき１つまたは複数の遅延耐性メッセージをワイヤレスデバ
イスが有することを示すリクエストを受信するための手段と、
　少なくとも１つの無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介した前記ネットワークとの接触の履
歴を使用して、次に前記装置が前記少なくとも１つのＲＡＴについてのネットワーク接触
を行うように予期されるときを示すネットワーク接触までの推定時間を決定するための手
段と、
　前記ネットワーク接触までの推定時間を示す応答メッセージを前記ワイヤレスデバイス
に送るための手段と、
　転送されるべき前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージを受信およびキャッシュする
ための手段と、
　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの少なくとも１つを転送するための手
段と、
　を備える装置。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ネットワークに転送されるべき１つまたは複数の遅延耐性メッセージを前記装置が有す
ることを示すリクエストを送るための手段と、
　対応する１つまたは複数のワイヤレス中継デバイスから１つまたは複数の応答メッセー
ジを受信するための手段と、前記１つまたは複数の応答メッセージは各々、対応するワイ
ヤレス中継デバイスについてのネットワーク接触までの推定時間を示し、前記ネットワー
ク接触までの推定時間は、少なくとも１つの無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介した前記ネ
ットワークとの接触の履歴を使用して、次に前記関連するワイヤレス中継デバイスが前記
少なくとも１つのＲＡＴについてのネットワーク接触を行うように予期されるときを示す
、
　前記ネットワークに転送されるよう前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージが送られ
得る先の前記１つまたは複数のワイヤレス中継デバイスのうちの少なくとも１つを決定す
るために、前記１つまたは複数の応答メッセージを評価するための手段と、
　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージを前記１つまたは複数のワイヤレス中継デバ
イスのうちの前記少なくとも１つに送信するための手段と、
　を備える装置。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、システムにおいて、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信するメモリと、
　前記メモリに記憶され、前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　　ネットワークに転送されるべき１つまたは複数の遅延耐性メッセージをワイヤレスデ
バイスが有することを示すリクエストを受信することと、
　　少なくとも１つの無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介した前記ネットワークとの接触の
履歴を使用して、次に前記装置が前記少なくとも１つのＲＡＴについてのネットワーク接
触を行うように予期されるときを示すネットワーク接触までの推定時間を決定することと
、
　　前記ネットワーク接触までの推定時間を示す応答メッセージを前記ワイヤレスデバイ
スに送ることと、
　　転送されるべき前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージを受信およびキャッシュす
ることと、
　　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの少なくとも１つを転送することと
、
　を行わせるように動作可能な命令と、
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　を備える装置。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のための装置であって、システムにおいて、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信するメモリと、
　前記メモリに記憶され、前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　　ネットワークに転送されるべき１つまたは複数の遅延耐性メッセージを前記装置が有
することを示すリクエストを送ることと、
　　対応する１つまたは複数のワイヤレス中継デバイスから１つまたは複数の応答メッセ
ージを受信することと、前記１つまたは複数の応答メッセージは各々、対応するワイヤレ
ス中継デバイスについてのネットワーク接触までの推定時間を示し、前記ネットワーク接
触までの推定時間は、少なくとも１つの無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介した前記ネット
ワークとの接触の履歴を使用して、次に前記関連するワイヤレス中継デバイスが前記少な
くとも１つのＲＡＴについてのネットワーク接触を行うように予期されるときを示す、
　　前記ネットワークに転送されるよう前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージが送ら
れ得る先の前記１つまたは複数のワイヤレス中継デバイスのうちの少なくとも１つを決定
するために、前記１つまたは複数の応答メッセージを評価することと、
　　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージを前記１つまたは複数のワイヤレス中継デ
バイスのうちの前記少なくとも１つに送信することと、
　を行わせるように動作可能な命令と、
　を備える装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５５】
　[0160]　本明細書における説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能に
するために提供されている。本開示への様々な修正は、当業者には容易に明らかになり、
本明細書で定義されている一般的な原理は、本開示の範囲から逸脱することなく、他のバ
リエーションに適用され得る。従って、本開示は、本明細書で説明されている例および設
計に限定されず、本明細書で開示されている原理および新規な特徴と一致する最も広い範
囲を与えられることとなる。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第１のワイヤレス中継デバイスで、ネットワークに転送されるべき１つまたは複数の遅
延耐性メッセージをワイヤレスデバイスが有することを示すリクエストを受信することと
、
　ネットワーク接触までの推定時間を示す応答メッセージを前記ワイヤレスデバイスに送
ることと、
　転送されるべき前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージを受信およびキャッシュする
ことと、
　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの少なくとも１つを転送することと、
　を備える方法。
［Ｃ２］　第２のワイヤレス中継デバイスから、少なくとも前記第２のワイヤレス中継デ
バイスについてのネットワーク接触までの推定時間を示すメッセージを受信することと、
　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの前記少なくとも１つを前記第２のワ
イヤレス中継デバイスに転送することと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記第２のワイヤレス中継デバイスからコストメトリックを受信することをさ
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らに備え、前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの前記少なくとも１つを転送
することは、前記受信されたコストメトリックに少なくとも部分的に基づく、Ｃ２に記載
の方法。
［Ｃ４］　前記応答メッセージを前記ワイヤレスデバイスに送ることは、前記応答メッセ
ージに前記ネットワーク接触までの推定時間を含めることを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］　前記リクエストは、いつ前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージが前記ネッ
トワークに送られることになるかについての遅延耐性または期限を備える、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ６］　前記応答メッセージを前記ワイヤレスデバイスに送ることは、前記ネットワー
ク接触までの推定時間を前記遅延耐性または期限と比較することを備え、
　前記方法は、前記比較に基づいて、前記応答メッセージを前記ワイヤレスデバイスに送
ることをさらに備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］　前記遅延耐性メッセージのうちの１つまたは複数が、前記遅延耐性内または前
記期限内に転送されないことに少なくとも部分的に基づいて前記遅延耐性メッセージのう
ちの前記１つまたは複数を消去することをさらに備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ８］　前記第１のワイヤレス中継デバイスによって、少なくとも１つの無線アクセス
技術（ＲＡＴ）を介した前記ネットワークとの接触の履歴を使用して、次に前記第１のワ
イヤレス中継デバイスが前記少なくとも１つのＲＡＴについてのネットワーク接触を行う
ように予期されるときを示す前記ネットワーク接触までの推定時間を決定することをさら
に備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］　前記第１のワイヤレス中継デバイスが使用することが可能であるそれぞれのＲ
ＡＴごとに、前記決定されたネットワーク接触までの推定時間を維持することをさらに備
える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］　少なくとも１つの無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのコストメトリック
を計算することと、ここにおいて前記コストメトリックは、金銭的コスト、ワイヤレス中
継デバイスリソース使用量、チャネル品質、または前記第１のワイヤレス中継デバイスが
有する前記ネットワークとの既存の接続のうちの少なくとも１つに基づく、
　前記計算されたコストメトリックを前記ワイヤレスデバイスに送信することと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの少なくとも１つは、前記
計算されたコストメトリックに少なくとも部分的に基づいてキャッシュされたままである
、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］　前記ネットワーク接触までの推定時間は、サポートされているアクセスネッ
トワーク、モビリティパターン、アプリケーショントラフィックダイナミクス、またはそ
れらの組合せのうちの少なくとも１つに基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］　ネットワーク接触までの推定時間を示すメッセージをブロードキャストする
ことをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの前記少なくとも１つは、
前記ネットワークに転送される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１５］　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ワイヤレスデバイスから、ネットワークに転送されるべき１つまたは複数の遅延耐性メ
ッセージを前記ワイヤレスデバイスが有することを示すリクエストを送ることと、
　対応する１つまたは複数のワイヤレス中継デバイスから１つまたは複数の応答メッセー
ジを受信することと、前記１つまたは複数の応答メッセージは各々、対応するワイヤレス
中継デバイスについてのネットワーク接触までの推定時間を示す、
　前記ネットワークに転送されるよう前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージが送られ
得る先の前記１つまたは複数のワイヤレス中継デバイスのうちの少なくとも１つを決定す
るために、前記１つまたは複数の応答メッセージを評価することと、
　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージを前記１つまたは複数のワイヤレス中継デバ
イスのうちの前記少なくとも１つに送信することと、
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　を備える方法。
［Ｃ１６］　前記リクエストを送ることは、前記リクエストに、いつ前記１つまたは複数
の遅延耐性メッセージが前記ネットワークに転送されることになるかについての遅延耐性
または期限を含めることを備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］　前記１つまたは複数の応答メッセージはコストメトリックをさらに備え、前
記コストメトリックは、金銭的コスト、ワイヤレス中継デバイスリソース使用量、チャネ
ル品質、またはワイヤレス中継デバイスが有する前記ネットワークとの既存の接続のうち
の少なくとも１つに基づく、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１８］　前記ネットワーク接触までの推定時間は、サポートされているアクセスネッ
トワーク、モビリティパターン、アプリケーショントラフィックダイナミクス、またはそ
れらの組合せのうちの少なくとも１つに基づく、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１９］　前記１つまたは複数の応答メッセージは、前記１つまたは複数のワイヤレス
中継デバイスから受信された１つまたは複数のブロードキャストメッセージを備える、Ｃ
１５に記載の方法。
［Ｃ２０］　前記１つまたは複数の応答メッセージを評価することは、前記１つまたは複
数の遅延耐性メッセージが、遅延耐性内または期限前に前記ネットワークに転送される確
率を決定することをさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２１］　前記リクエストを送ることは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ低エネルギー（ＢＬＥ）
、ＷｉＦｉ
　Ａｗａｒｅ、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）Ｄｉｒｅｃｔ、またはＬＴＥ近
接サービスのうちの１つである送信プロトコルを使用することを備える、Ｃ１５に記載の
方法。
［Ｃ２２］　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ワイヤレスデバイスから、ネットワークに転送されるべき１つまたは複数の遅延耐性メ
ッセージを前記ワイヤレスデバイスが有することを示すリクエストを送ることと、前記リ
クエストは、いつ前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージが前記ネットワークに転送さ
れることになるかについての遅延耐性または期限を含む、
　対応する１つまたは複数のワイヤレス中継デバイスから１つまたは複数の応答メッセー
ジを受信することと、
　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージを前記１つまたは複数のワイヤレス中継デバ
イスのうちの前記少なくとも１つに送信することと、
　を備える方法。
［Ｃ２３］　前記ネットワークに転送されるよう前記１つまたは複数の遅延耐性メッセー
ジが送られ得る先の前記１つまたは複数のワイヤレス中継デバイスのうちの少なくとも１
つを決定するために、前記１つまたは複数の応答メッセージを評価することをさらに備え
、前記１つまたは複数の応答メッセージは、１つまたは複数の評価パラメータを含む、Ｃ
２２に記載の方法。
［Ｃ２４］　前記１つまたは複数の評価パラメータはコストメトリックを含み、前記コス
トメトリックは、金銭的コスト、ワイヤレス中継デバイスリソース使用量、チャネル品質
、またはワイヤレス中継デバイスが有する前記ネットワークとの既存の接続のうちの少な
くとも１つに基づく、Ｃ２３に記載の方法。
［Ｃ２５］　前記１つまたは複数の評価パラメータは、前記対応するワイヤレス中継デバ
イスについてのネットワーク接触までの推定時間を含み、前記ネットワーク接触までの推
定時間は、サポートされているアクセスネットワーク、モビリティパターン、アプリケー
ショントラフィックダイナミクス、またはそれらの組合せのうちの少なくとも１つに基づ
く、Ｃ２３に記載の方法。
［Ｃ２６］　前記１つまたは複数の応答メッセージを評価することは、前記１つまたは複
数の遅延耐性メッセージが、前記遅延耐性内または前記期限内に前記ネットワークに転送
される確率を決定することをさらに備える、Ｃ２３に記載の方法。
［Ｃ２７］　前記リクエストを送ることは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ低エネルギー（ＢＬＥ）
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、ＷｉＦｉ
　Ａｗａｒｅ、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）Ｄｉｒｅｃｔ、またはＬＴＥ近
接サービスのうちの１つである送信プロトコルを使用することを備える、Ｃ２２に記載の
方法。
［Ｃ２８］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のワイヤレス中継デバイスで、ネットワークに転送されるべき１つまたは複数の遅
延耐性メッセージをワイヤレスデバイスが有することを示すリクエストを受信するための
手段と、
　ネットワーク接触までの推定時間を示す応答メッセージを前記ワイヤレスデバイスに送
るための手段と、
　転送されるべき前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージを受信およびキャッシュする
ための手段と、
　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの少なくとも１つを転送するための手
段と、
　を備える装置。
［Ｃ２９］　第２のワイヤレス中継デバイスから、少なくとも前記第２のワイヤレス中継
デバイスについてのネットワーク接触までの推定時間を示すメッセージを受信するための
手段と、
　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの前記少なくとも１つを前記第２のワ
イヤレス中継デバイスに転送するための手段と、
　をさらに備える、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３０］　前記第２のワイヤレス中継デバイスからコストメトリックを受信するための
装置をさらに備え、前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの前記少なくとも１
つを転送することは、前記受信されたコストメトリックに少なくとも部分的に基づく、Ｃ
２９に記載の装置。
［Ｃ３１］　前記応答メッセージを前記ワイヤレスデバイスに送るための前記手段は、前
記ネットワーク接触までの推定時間を前記応答メッセージに含めるための手段を備える、
Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３２］　前記リクエストは、いつ前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージが前記ネ
ットワークに送られることになるかについての遅延耐性または期限を備える、Ｃ２８に記
載の装置。
［Ｃ３３］　前記応答メッセージを前記ワイヤレスデバイスに送るための前記手段は、前
記ネットワーク接触までの推定時間を前記遅延耐性または期限と比較するための手段を備
え、
　前記装置は、前記比較に基づいて、前記応答メッセージを前記ワイヤレスデバイスに送
るための手段をさらに備える、Ｃ３２に記載の装置。
［Ｃ３４］　前記遅延耐性メッセージのうちの１つまたは複数が、前記遅延耐性内または
前記期限内に転送されないことに少なくとも部分的に基づいて前記遅延耐性メッセージの
うちの前記１つまたは複数を消去するための手段をさらに備える、Ｃ３２に記載の装置。
［Ｃ３５］　前記第１のワイヤレス中継デバイスによって、少なくとも１つの無線アクセ
ス技術（ＲＡＴ）を介した前記ネットワークとの接触の履歴を使用して、次に前記第１の
ワイヤレス中継デバイスが前記少なくとも１つのＲＡＴについてのネットワーク接触を行
うように予期されるときを示す前記ネットワーク接触までの推定時間を決定するための手
段をさらに備える、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３６］　前記第１のワイヤレス中継デバイスが使用することが可能であるそれぞれの
ＲＡＴごとに、前記決定されたネットワーク接触までの推定時間を維持するための手段を
さらに備える、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３７］　少なくとも１つの無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのコストメトリック
を計算するための手段と、ここにおいて前記コストメトリックは、金銭的コスト、ワイヤ
レス中継デバイスリソース使用量、チャネル品質、または前記第１のワイヤレス中継デバ
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イスが有する前記ネットワークとの既存の接続のうちの少なくとも１つに基づく、
　前記計算されたコストメトリックを前記ワイヤレスデバイスに送信するための手段と、
　をさらに備える、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３８］　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの少なくとも１つは、前記
計算されたコストメトリックに少なくとも部分的に基づいてキャッシュされたままである
、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ３９］　前記ネットワーク接触までの推定時間は、サポートされているアクセスネッ
トワーク、モビリティパターン、アプリケーショントラフィックダイナミクス、またはそ
れらの組合せのうちの少なくとも１つに基づく、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ４０］　ネットワーク接触までの推定時間を示すメッセージをブロードキャストする
ための手段をさらに備える、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ４１］　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの前記少なくとも１つは、
前記ネットワークに転送される、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ４２］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ワイヤレスデバイスから、ネットワークに転送されるべき１つまたは複数の遅延耐性メ
ッセージを前記ワイヤレスデバイスが有することを示すリクエストを送るための手段と、
　対応する１つまたは複数のワイヤレス中継デバイスから１つまたは複数の応答メッセー
ジを受信するための手段と、前記１つまたは複数の応答メッセージは各々、対応するワイ
ヤレス中継デバイスについてのネットワーク接触までの推定時間を示す、
　前記ネットワークに転送されるよう前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージが送られ
得る先の前記１つまたは複数のワイヤレス中継デバイスのうちの少なくとも１つを決定す
るために、前記１つまたは複数の応答メッセージを評価するための手段と、
　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージを前記１つまたは複数のワイヤレス中継デバ
イスのうちの前記少なくとも１つに送信するための手段と、
　を備える装置。
［Ｃ４３］　前記リクエストを送るための前記手段は、前記リクエストに、いつ前記１つ
または複数の遅延耐性メッセージが前記ネットワークに転送されることになるかについて
の遅延耐性または期限を含めるための手段を備える、Ｃ４２に記載の装置。
［Ｃ４４］　前記１つまたは複数の応答メッセージはコストメトリックをさらに備え、前
記コストメトリックは、金銭的コスト、ワイヤレス中継デバイスリソース使用量、チャネ
ル品質、またはワイヤレス中継デバイスが有する前記ネットワークとの既存の接続のうち
の少なくとも１つに基づく、Ｃ４２に記載の装置。
［Ｃ４５］　前記ネットワーク接触までの推定時間は、サポートされているアクセスネッ
トワーク、モビリティパターン、アプリケーショントラフィックダイナミクス、またはそ
れらの組合せのうちの少なくとも１つに基づく、Ｃ４２に記載の装置。
［Ｃ４６］　前記１つまたは複数の応答メッセージは、前記１つまたは複数のワイヤレス
中継デバイスから受信された１つまたは複数のブロードキャストメッセージを備える、Ｃ
４２に記載の装置。
［Ｃ４７］　前記１つまたは複数の応答メッセージを評価するための前記手段は、前記１
つまたは複数の遅延耐性メッセージが、遅延耐性内または期限前に前記ネットワークに転
送される確率を決定するための手段をさらに備える、Ｃ４２に記載の装置。
［Ｃ４８］　前記リクエストを送るための前記手段は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ低エネルギー
（ＢＬＥ）、ＷｉＦｉ　Ａｗａｒｅ、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）Ｄｉｒｅ
ｃｔ、またはＬＴＥ近接サービスのうちの１つである送信プロトコルを使用するための手
段を備える、Ｃ４２に記載の装置。
［Ｃ４９］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ワイヤレスデバイスから、ネットワークに転送されるべき１つまたは複数の遅延耐性メ
ッセージを前記ワイヤレスデバイスが有することを示すリクエストを送るための手段と、
前記リクエストは、いつ前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージが前記ネットワークに
転送されることになるかについての遅延耐性または期限を含む、



(9) JP 2019-521615 A5 2020.6.25

　対応する１つまたは複数のワイヤレス中継デバイスから１つまたは複数の応答メッセー
ジを受信するための手段と、
　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージを前記１つまたは複数のワイヤレス中継デバ
イスのうちの前記少なくとも１つに送信するための手段と、
　を備える装置。
［Ｃ５０］　前記ネットワークに転送されるよう前記１つまたは複数の遅延耐性メッセー
ジが送られ得る先の前記１つまたは複数のワイヤレス中継デバイスのうちの少なくとも１
つを決定するために、前記１つまたは複数の応答メッセージを評価するための手段をさら
に備え、前記１つまたは複数の応答メッセージは、１つまたは複数の評価パラメータを含
む、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５１］　前記１つまたは複数の評価パラメータはコストメトリックを含み、前記コス
トメトリックは、金銭的コスト、ワイヤレス中継デバイスリソース使用量、チャネル品質
、またはワイヤレス中継デバイスが有する前記ネットワークとの既存の接続のうちの少な
くとも１つに基づく、Ｃ５０に記載の装置。
［Ｃ５２］　前記１つまたは複数の評価パラメータは、前記対応するワイヤレス中継デバ
イスについてのネットワーク接触までの推定時間を含み、前記ネットワーク接触までの推
定時間は、サポートされているアクセスネットワーク、モビリティパターン、アプリケー
ショントラフィックダイナミクス、またはそれらの組合せのうちの少なくとも１つに基づ
く、Ｃ５０に記載の装置。
［Ｃ５３］　前記１つまたは複数の応答メッセージを評価するための前記手段は、前記１
つまたは複数の遅延耐性メッセージが、前記遅延耐性内または前記期限前に前記ネットワ
ークに転送される確率を決定するための手段をさらに備える、Ｃ５０に記載の装置。
［Ｃ５４］　前記リクエストを送るための前記手段は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ低エネルギー
（ＢＬＥ）、ＷｉＦｉ　Ａｗａｒｅ、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）Ｄｉｒｅ
ｃｔ、またはＬＴＥ近接サービスのうちの１つである送信プロトコルを使用するための手
段を備える、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５５］　ワイヤレス通信のための装置であって、システムにおいて、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信するメモリと、
　前記メモリに記憶され、前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　　第１のワイヤレス中継デバイスで、ネットワークに転送されるべき１つまたは複数の
遅延耐性メッセージをワイヤレスデバイスが有することを示すリクエストを受信すること
と、
　　ネットワーク接触までの推定時間を示す応答メッセージを前記ワイヤレスデバイスに
送ることと、
　　転送されるべき前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージを受信およびキャッシュす
ることと、
　　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの少なくとも１つを転送することと
、
　を行わせるように動作可能な命令と、
　を備える装置。
［Ｃ５６］　前記命令は、
　第２のワイヤレス中継デバイスから、少なくとも前記第２のワイヤレス中継デバイスに
ついてのネットワーク接触までの推定時間を示すメッセージを受信することと、
　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの前記少なくとも１つを前記第２のワ
イヤレス中継デバイスに転送することと、
　を行うように前記プロセッサによってさらに実行可能である、Ｃ５５に記載の装置。
［Ｃ５７］　前記命令は、
　前記第２のワイヤレス中継デバイスからコストメトリックを受信するように前記プロセ
ッサによってさらに実行可能であり、前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの
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前記少なくとも１つを転送することは、前記受信されたコストメトリックに少なくとも部
分的に基づく、Ｃ５６に記載の装置。
［Ｃ５８］　前記命令は、
　前記ネットワーク接触までの推定時間を前記応答メッセージに含めるように前記プロセ
ッサによってさらに実行可能である、Ｃ５５に記載の装置。
［Ｃ５９］　前記リクエストは、いつ前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージが前記ネ
ットワークに送られることになるかについての遅延耐性または期限を備える、Ｃ５５に記
載の装置。
［Ｃ６０］　前記装置に、前記応答メッセージを前記ワイヤレスデバイスに送ることを行
わせるように実行可能な前記命令は、前記装置に、
　前記ネットワーク接触までの推定時間を前記遅延耐性または期限と比較することと、
　前記比較に基づいて、前記応答メッセージを前記ワイヤレスデバイスに送ることと、
　を行わせるように実行可能な命令を備える、Ｃ５９に記載の装置。
［Ｃ６１］　前記命令は、
　前記遅延耐性メッセージのうちの１つまたは複数が、前記遅延耐性内または前記期限内
に転送されないことに少なくとも部分的に基づいて前記遅延耐性メッセージのうちの前記
１つまたは複数を消去するように前記プロセッサによってさらに実行可能である、Ｃ５９
に記載の装置。
［Ｃ６２］　前記命令は、
　前記第１のワイヤレス中継デバイスによって、少なくとも１つの無線アクセス技術（Ｒ
ＡＴ）を介した前記ネットワークとの接触の履歴を使用して、次に前記第１のワイヤレス
中継デバイスが前記少なくとも１つのＲＡＴについてのネットワーク接触を行うように予
期されるときを示す前記ネットワーク接触までの推定時間を決定するように前記プロセッ
サによってさらに実行可能である、Ｃ５５に記載の装置。
［Ｃ６３］　前記命令は、
　前記第１のワイヤレス中継デバイスが使用することが可能であるそれぞれのＲＡＴごと
に、前記決定されたネットワーク接触までの推定時間を維持するように前記プロセッサに
よってさらに実行可能である、Ｃ６２に記載の装置。
［Ｃ６４］　前記命令は、
　少なくとも１つの無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのコストメトリックを計算する
ことと、ここにおいて前記コストメトリックは、金銭的コスト、ワイヤレス中継デバイス
リソース使用量、チャネル品質、または前記第１のワイヤレス中継デバイスが有する前記
ネットワークとの既存の接続のうちの少なくとも１つに基づく、
　前記計算されたコストメトリックを前記ワイヤレスデバイスに送信することと、
　を行うように前記プロセッサによってさらに実行可能である、Ｃ５５に記載の装置。
［Ｃ６５］　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの少なくとも１つは、前記
計算されたコストメトリックに少なくとも部分的に基づいてキャッシュされたままである
、Ｃ６４に記載の装置。
［Ｃ６６］　前記ネットワーク接触までの推定時間は、サポートされているアクセスネッ
トワーク、モビリティパターン、アプリケーショントラフィックダイナミクス、またはそ
れらの組合せのうちの少なくとも１つに基づく、Ｃ５５に記載の装置。
［Ｃ６７］　ネットワーク接触までの推定時間を示すメッセージをブロードキャストする
ように前記プロセッサによってさらに実行可能である、Ｃ５５に記載の装置。
［Ｃ６８］　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの前記少なくとも１つは、
前記ネットワークに転送される、Ｃ５５に記載の装置。
［Ｃ６９］　ワイヤレス通信のための装置であって、システムにおいて、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信するメモリと、
　前記メモリに記憶され、前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　　ワイヤレスデバイスから、ネットワークに転送されるべき１つまたは複数の遅延耐性
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メッセージを前記ワイヤレスデバイスが有することを示すリクエストを送ることと、
　　対応する１つまたは複数のワイヤレス中継デバイスから１つまたは複数の応答メッセ
ージを受信することと、前記１つまたは複数の応答メッセージは各々、対応するワイヤレ
ス中継デバイスについてのネットワーク接触までの推定時間を示す、
　　前記ネットワークに転送されるよう前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージが送ら
れ得る先の前記１つまたは複数のワイヤレス中継デバイスのうちの少なくとも１つを決定
するために、前記１つまたは複数の応答メッセージを評価することと、
　　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージを前記１つまたは複数のワイヤレス中継デ
バイスのうちの前記少なくとも１つに送信することと、
　を行わせるように動作可能な命令と、
　を備える装置。
［Ｃ７０］　前記装置に、前記リクエストを送らせるように実行可能な前記命令は、前記
装置に、
　前記リクエストに、いつ前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージが前記ネットワーク
に転送されることになるかについての遅延耐性または期限を含めることを行わせるように
実行可能な命令を備える、Ｃ６９に記載の装置。
［Ｃ７１］　前記１つまたは複数の応答メッセージはコストメトリックをさらに備え、前
記コストメトリックは、金銭的コスト、ワイヤレス中継デバイスリソース使用量、チャネ
ル品質、またはワイヤレス中継デバイスが有する前記ネットワークとの既存の接続のうち
の少なくとも１つに基づく、Ｃ６９に記載の装置。
［Ｃ７２］　前記ネットワーク接触までの推定時間は、サポートされているアクセスネッ
トワーク、モビリティパターン、アプリケーショントラフィックダイナミクス、またはそ
れらの組合せのうちの少なくとも１つに基づく、Ｃ６９に記載の装置。
［Ｃ７３］　前記１つまたは複数の応答メッセージは、前記１つまたは複数のワイヤレス
中継デバイスから受信された１つまたは複数のブロードキャストメッセージを備える、Ｃ
６９に記載の装置。
［Ｃ７４］　前記装置に、前記１つまたは複数の応答メッセージを評価させるように実行
可能な前記命令は、前記装置に、
　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージが遅延耐性内または期限前に前記ネットワー
クに転送される確率を決定させるように実行可能な命令を備える、Ｃ６９に記載の装置。
［Ｃ７５］　前記装置に、前記リクエストを送らせるように実行可能な前記命令は、前記
装置に、
　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ低エネルギー（ＢＬＥ）、ＷｉＦｉ　Ａｗａｒｅ、ロングタームエ
ボリューション（ＬＴＥ）Ｄｉｒｅｃｔ、またはＬＴＥ近接サービスのうちの１つである
送信プロトコルを使用させるように実行可能な命令を備える、Ｃ６９に記載の装置。
［Ｃ７６］　ワイヤレス通信のための装置であって、システムにおいて、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信するメモリと、
　前記メモリに記憶され、前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　　ワイヤレスデバイスから、ネットワークに転送されるべき１つまたは複数の遅延耐性
メッセージを前記ワイヤレスデバイスが有することを示すリクエストを送ることと、前記
リクエストは、いつ前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージが前記ネットワークに転送
されることになるかについての遅延耐性または期限を含む、
　　対応する１つまたは複数のワイヤレス中継デバイスから１つまたは複数の応答メッセ
ージを受信することと、
　　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージを前記１つまたは複数のワイヤレス中継デ
バイスのうちの前記少なくとも１つに送信することと、
　を行わせるように動作可能な命令と、
　を備える装置。
［Ｃ７７］　前記命令は、
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　前記ネットワークに転送されるよう前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージが送られ
得る先の前記１つまたは複数のワイヤレス中継デバイスのうちの少なくとも１つを決定す
るために、前記１つまたは複数の応答メッセージを評価するように前記プロセッサによっ
てさらに実行可能であり、前記１つまたは複数の応答メッセージは、１つまたは複数の評
価パラメータを含む、Ｃ７６に記載の装置。
［Ｃ７８］　前記１つまたは複数の評価パラメータはコストメトリックを含み、前記コス
トメトリックは、金銭的コスト、ワイヤレス中継デバイスリソース使用量、チャネル品質
、またはワイヤレス中継デバイスが有する前記ネットワークとの既存の接続のうちの少な
くとも１つに基づく、Ｃ７７に記載の装置。
［Ｃ７９］　前記１つまたは複数の評価パラメータは、前記対応するワイヤレス中継デバ
イスについてのネットワーク接触までの推定時間を含み、前記ネットワーク接触までの推
定時間は、サポートされているアクセスネットワーク、モビリティパターン、アプリケー
ショントラフィックダイナミクス、またはそれらの組合せのうちの少なくとも１つに基づ
く、Ｃ７７に記載の装置。
［Ｃ８０］　前記装置に、前記１つまたは複数の応答メッセージを評価させるように実行
可能な前記命令は、前記装置に、
　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージが前記遅延耐性内または前記期限前に前記ネ
ットワークに転送される確率を決定させるように実行可能な命令を備える、Ｃ７７に記載
の装置。
［Ｃ８１］　前記装置に、前記リクエストを送らせるように実行可能な前記命令は、前記
装置に、
　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ低エネルギー（ＢＬＥ）、ＷｉＦｉ　Ａｗａｒｅ、ロングタームエ
ボリューション（ＬＴＥ）Ｄｉｒｅｃｔ、またはＬＴＥ近接サービスのうちの１つである
送信プロトコルを使用させるように実行可能な命令を備える、Ｃ７６に記載の装置。
［Ｃ８２］　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体で
あって、前記コードは、
　第１のワイヤレス中継デバイスで、ネットワークに転送されるべき１つまたは複数の遅
延耐性メッセージをワイヤレスデバイスが有することを示すリクエストを受信することと
、
　ネットワーク接触までの推定時間を示す応答メッセージを前記ワイヤレスデバイスに送
ることと、
　転送されるべき前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージを受信およびキャッシュする
ことと、
　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの少なくとも１つを転送することと、
　を行うようにプロセッサによって実行可能な命令を備える非一時的コンピュータ可読媒
体。
［Ｃ８３］　前記命令は、
　第２のワイヤレス中継デバイスから、少なくとも前記第２のワイヤレス中継デバイスに
ついてのネットワーク接触までの推定時間を示すメッセージを受信することと、
　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの前記少なくとも１つを前記第２のワ
イヤレス中継デバイスに転送することと、
　を行うように前記プロセッサによってさらに実行可能である、Ｃ８２に記載の非一時的
コンピュータ可読媒体。
［Ｃ８４］　前記命令は、
　前記第２のワイヤレス中継デバイスからコストメトリックを受信するように前記プロセ
ッサによってさらに実行可能であり、前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの
前記少なくとも１つを転送することは、前記受信されたコストメトリックに少なくとも部
分的に基づく、Ｃ８３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ８５］　前記応答メッセージを前記ワイヤレスデバイスに送るように実行可能な前記
命令は、
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　前記ネットワーク接触までの推定時間を前記応答メッセージに含めるように実行可能な
命令を備える、Ｃ８２に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ８６］　前記リクエストは、いつ前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージが前記ネ
ットワークに送られることになるかについての遅延耐性または期限を備える、Ｃ８２に記
載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ８７］　前記応答メッセージを前記ワイヤレスデバイスに送るように実行可能な前記
命令は、
　前記ネットワーク接触までの推定時間を前記遅延耐性または期限と比較することと、
　前記比較に基づいて、前記応答メッセージを前記ワイヤレスデバイスに送ることと、
　を行うように実行可能な命令を備える、Ｃ８６に記載の非一時的コンピュータ可読媒体
。
［Ｃ８８］　前記命令は、
　前記遅延耐性メッセージのうちの１つまたは複数が、前記遅延耐性内または前記期限内
に転送されないことに少なくとも部分的に基づいて前記遅延耐性メッセージのうちの前記
１つまたは複数を消去するように前記プロセッサによってさらに実行可能である、Ｃ８６
に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ８９］　前記命令は、
　前記第１のワイヤレス中継デバイスによって、少なくとも１つの無線アクセス技術（Ｒ
ＡＴ）を介した前記ネットワークとの接触の履歴を使用して、次に前記第１のワイヤレス
中継デバイスが前記少なくとも１つのＲＡＴについてのネットワーク接触を行うように予
期されるときを示す前記ネットワーク接触までの推定時間を決定するように前記プロセッ
サによってさらに実行可能である、Ｃ８２に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ９０］　前記命令は、
　前記第１のワイヤレス中継デバイスが使用することが可能であるそれぞれのＲＡＴごと
に、前記決定されたネットワーク接触までの推定時間を維持するように前記プロセッサに
よってさらに実行可能である、Ｃ８９に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ９１］　前記命令は、
　少なくとも１つの無線アクセス技術（ＲＡＴ）についてのコストメトリックを計算する
ことと、ここにおいて前記コストメトリックは、金銭的コスト、ワイヤレス中継デバイス
リソース使用量、チャネル品質、または前記第１のワイヤレス中継デバイスが有する前記
ネットワークとの既存の接続のうちの少なくとも１つに基づく、
　前記計算されたコストメトリックを前記ワイヤレスデバイスに送信することと、
　を前記プロセッサによってさらに実行可能である、Ｃ８２に記載の非一時的コンピュー
タ可読媒体。
［Ｃ９２］　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの少なくとも１つは、前記
計算されたコストメトリックに少なくとも部分的に基づいてキャッシュされたままである
、Ｃ９１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ９３］　前記ネットワーク接触までの推定時間は、サポートされているアクセスネッ
トワーク、モビリティパターン、アプリケーショントラフィックダイナミクス、またはそ
れらの組合せのうちの少なくとも１つに基づく、Ｃ８２に記載の非一時的コンピュータ可
読媒体。
［Ｃ９４］　前記命令は、
　ネットワーク接触までの推定時間を示すメッセージをブロードキャストするように前記
プロセッサによってさらに実行可能である、Ｃ８２に記載の非一時的コンピュータ可読媒
体。
［Ｃ９５］　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージのうちの前記少なくとも１つは、
前記ネットワークに転送される、Ｃ８２に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ９６］　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体で
あって、前記コードは、
　ワイヤレスデバイスから、ネットワークに転送されるべき１つまたは複数の遅延耐性メ
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ッセージを前記ワイヤレスデバイスが有することを示すリクエストを送ることと、
　対応する１つまたは複数のワイヤレス中継デバイスから１つまたは複数の応答メッセー
ジを受信することと、前記１つまたは複数の応答メッセージは各々、対応するワイヤレス
中継デバイスについてのネットワーク接触までの推定時間を示す、
　前記ネットワークに転送されるよう前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージが送られ
得る先の前記１つまたは複数のワイヤレス中継デバイスのうちの少なくとも１つを決定す
るために、前記１つまたは複数の応答メッセージを評価することと、
　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージを前記１つまたは複数のワイヤレス中継デバ
イスのうちの前記少なくとも１つに送信することと、
　を行うようにプロセッサによって実行可能な命令を備える非一時的コンピュータ可読媒
体。
［Ｃ９７］　前記リクエストを送るように実行可能な前記命令は、
　前記リクエストに、いつ前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージが前記ネットワーク
に転送されることになるかについての遅延耐性または期限を含めるように実行可能な命令
を備える、Ｃ９６に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ９８］　前記１つまたは複数の応答メッセージはコストメトリックをさらに備え、前
記コストメトリックは、金銭的コスト、ワイヤレス中継デバイスリソース使用量、チャネ
ル品質、またはワイヤレス中継デバイスが有する前記ネットワークとの既存の接続のうち
の少なくとも１つに基づく、Ｃ９６に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ９９］　前記ネットワーク接触までの推定時間は、サポートされているアクセスネッ
トワーク、モビリティパターン、アプリケーショントラフィックダイナミクス、またはそ
れらの組合せのうちの少なくとも１つに基づく、Ｃ９６に記載の非一時的コンピュータ可
読媒体。
［Ｃ１００］　前記１つまたは複数の応答メッセージは、前記１つまたは複数のワイヤレ
ス中継デバイスから受信された１つまたは複数のブロードキャストメッセージを備える、
Ｃ９６に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ１０１］　前記１つまたは複数の応答メッセージを評価するように実行可能な前記命
令は、
　前記１つまたは複数の応答メッセージが遅延耐性内または期限前に前記ネットワークに
転送される確率を決定するように実行可能な命令を備える、Ｃ９６に記載の非一時的コン
ピュータ可読媒体。
［Ｃ１０２］　前記リクエストを送るように実行可能な前記命令は、
　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ低エネルギー（ＢＬＥ）、ＷｉＦｉ　Ａｗａｒｅ、ロングタームエ
ボリューション（ＬＴＥ）Ｄｉｒｅｃｔ、またはＬＴＥ近接サービスのうちの１つである
送信プロトコルを使用するように実行可能な命令を備える、Ｃ９６に記載の非一時的コン
ピュータ可読媒体。
［Ｃ１０３］　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体
であって、前記コードは、
　ワイヤレスデバイスから、ネットワークに転送されるべき１つまたは複数の遅延耐性メ
ッセージを前記ワイヤレスデバイスが有することを示すリクエストを送ることと、前記リ
クエストは、いつ前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージが前記ネットワークに転送さ
れることになるかについての遅延耐性または期限を含む、
　対応する１つまたは複数のワイヤレス中継デバイスから１つまたは複数の応答メッセー
ジを受信することと、
　前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージを前記１つまたは複数のワイヤレス中継デバ
イスのうちの前記少なくとも１つに送信することと、
　を行うようにプロセッサによって実行可能な命令を備える非一時的コンピュータ可読媒
体。
［Ｃ１０４］　前記命令は、
　前記ネットワークに転送されるよう前記１つまたは複数の遅延耐性メッセージが送られ
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得る先の前記１つまたは複数のワイヤレス中継デバイスのうちの少なくとも１つを決定す
るために、前記１つまたは複数の応答メッセージを評価するように前記プロセッサによっ
てさらに実行可能であり、前記１つまたは複数の応答メッセージは、１つまたは複数の評
価パラメータを含む、Ｃ１０３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ１０５］　前記１つまたは複数の評価パラメータはコストメトリックを含み、前記コ
ストメトリックは、金銭的コスト、ワイヤレス中継デバイスリソース使用量、チャネル品
質、またはワイヤレス中継デバイスが有する前記ネットワークとの既存の接続のうちの少
なくとも１つに基づく、Ｃ１０４に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ１０６］　前記１つまたは複数の評価パラメータは、前記対応するワイヤレス中継デ
バイスについてのネットワーク接触までの推定時間を含み、前記ネットワーク接触までの
推定時間は、サポートされているアクセスネットワーク、モビリティパターン、アプリケ
ーショントラフィックダイナミクス、またはそれらの組合せのうちの少なくとも１つに基
づく、Ｃ１０４に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ１０７］　前記１つまたは複数の応答メッセージを評価するように実行可能な前記命
令は、
　前記遅延耐性内または前記期限前に前記ネットワークに転送される確率を決定するよう
に実行可能な命令を備える、Ｃ１０４に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ１０８］　前記リクエストを送るように実行可能な前記命令は、
　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ低エネルギー（ＢＬＥ）、ＷｉＦｉ　Ａｗａｒｅ、ロングタームエ
ボリューション（ＬＴＥ）Ｄｉｒｅｃｔ、またはＬＴＥ近接サービスのうちの１つである
送信プロトコルを使用するように実行可能な命令を備える、Ｃ１０３に記載の非一時的コ
ンピュータ可読媒体。
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